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※総務省公表資料より
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資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書 純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書 行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書

業務活動収支 資産 負債 前年度末残高 経常費用

投資活動収支 純行政純行政純行政純行政コストコストコストコスト 経常収益

財務活動収支 財源 臨時損失

前年度末残高 （（（（現金預金現金預金現金預金現金預金）））） 純資産純資産純資産純資産 固定資産等の変動 臨時利益

本年度末残高本年度末残高本年度末残高本年度末残高 本年度末残高本年度末残高本年度末残高本年度末残高 純行政純行政純行政純行政コストコストコストコスト

+ 本年度末歳計外現金

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表
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※百万円未満は四捨五入 以下同じ

（単位：百万円）

令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度 前年度比較前年度比較前年度比較前年度比較

固定資産固定資産固定資産固定資産 21,14121,14121,14121,141 21,82821,82821,82821,828 -687-687-687-687

ⅠⅠⅠⅠ有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産 19,67319,67319,67319,673 20,13220,13220,13220,132 -459-459-459-459

1111 事業用資産事業用資産事業用資産事業用資産 3,8183,8183,8183,818 3,9863,9863,9863,986 -168-168-168-168

土地 329 325 4

立木竹 573 573 0

建物 7,210 7,190 21

建物減価償却累計額 -4,475 -4,295 -180

工作物 296 296 0

工作物減価償却累計額 -115 -102 -12

船舶 0 0 0

2222 インフラ資産インフラ資産インフラ資産インフラ資産 15,77315,77315,77315,773 16,08116,08116,08116,081 -308-308-308-308

土地 5,402 5,394 8

建物 7 7 0

建物減価償却累計額 -3 -3 0

工作物 42,090 41,807 282

工作物減価償却累計額 -31,766 -31,165 -601

建設仮勘定 44 41 3

3333 物品物品物品物品 255255255255 215215215215 40404040

物品減価償却累計額 -173 -150 -23

ⅡⅡⅡⅡ無形固定資産無形固定資産無形固定資産無形固定資産 78787878 0000 78787878

ソフトウェア 78 0 78

ⅢⅢⅢⅢ投資その他の資産投資その他の資産投資その他の資産投資その他の資産 1,3901,3901,3901,390 1,6961,6961,6961,696 -306-306-306-306

投資及び出資金 55 64 -10

有価証券 0 0 0

出資金 54 64 -10

長期延滞債権 2 2 0

基金 1,334 1,630 -296

減債基金 719 1,049 -329

その他 615 582 33

徴収不能引当金 0 0 0

流動資産流動資産流動資産流動資産 873873873873 730730730730 144144144144

現金預金 321 329 -7

未収金 2 3 -1

短期貸付金 0 2 -2

基金 542 396 146

財政調整基金 542 396 146

その他 9 0 9

徴収不能引当金 -1 -1 0

資産合計資産合計資産合計資産合計 22,01522,01522,01522,015 22,55822,55822,55822,558 -544-544-544-544

科目科目科目科目 令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度 前年度比較前年度比較前年度比較前年度比較

固定負債固定負債固定負債固定負債 4,3334,3334,3334,333 4,4644,4644,4644,464 -131-131-131-131

地方債等 4,009 4,095 -86

退職手当引当金 324 370 -45

流動負債流動負債流動負債流動負債 479479479479 387387387387 92929292

１年内償還予定地方債等 429 341 88

賞与等引当金 37 34 3

預り金 12 12 0

負債合計負債合計負債合計負債合計 4,8124,8124,8124,812 4,8524,8524,8524,852 -39-39-39-39

固定資産等形成分 21,683 22,227 -544

余剰分（不足分） -4,481 -4,520 39

純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計 17,20217,20217,20217,202 17,70717,70717,70717,707 -504-504-504-504

負債及び純資産合計負債及び純資産合計負債及び純資産合計負債及び純資産合計 22,01522,01522,01522,015 22,55822,55822,55822,558 -544-544-544-544

科目科目科目科目
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取得価額 1,046,019 3,180,106 512,612 583,879 1,133,919 117,099 330,218 6,903,851

減価償却累計額 629,966 2,122,658 433,564 356,411 596,903 74,110 216,254 4,429,866

取得価額 92,627 36,748 4,387 0 172,779 0 0 306,542

減価償却累計額 12,859 3,746 1,148 0 27,362 0 0 45,115

取得価額 0 0 0 0 62,281 0 0 62,281

減価償却累計額 0 0 0 0 2,118 0 0 2,118

取得価額 0 1,490 33,765 0 85,220 112,750 0 233,226

減価償却累計額 0 100 11,794 0 16,653 84,029 0 112,576

取得価額 0 0 0 0 0 0 6,834 6,834

減価償却累計額 0 0 0 0 0 0 3,383 3,383

取得価額 30,060,363 0 0 0 0 0 0 30,060,363

減価償却累計額 20,632,663 0 0 0 0 0 0 20,632,663

取得価額 11,252,260 0 0 0 0 0 0 11,252,260

減価償却累計額 11,114,791 0 0 0 0 0 0 11,114,791

取得価額 661,383 843 2,304 0 112,474 0 0 777,004

減価償却累計額 15,917 0 0 0 3,093 0 0 19,010

取得価額 76,509 41,443 6,131 24,553 72,070 18,154 16,450 255,310

減価償却累計額 51,157 32,752 4,429 7,009 63,353 3,905 10,402 173,007

取得価額 43,189,161 3,260,631 559,198 608,432 1,638,744 248,003 353,502 49,857,671

減価償却累計額 32,457,354 2,159,256 450,934 363,420 709,482 162,044 230,039 36,532,530
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資産科目

63.23%
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-

-
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2.75%

87.90%

63.29%

生活インフラ・国土保全 教育 福祉 環境衛生 産業振興

64.17%

14.72%

3.40%
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-

-
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（単位：千円）



8

（単位：百万円）

令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度 前年度比較前年度比較前年度比較前年度比較

経常費用経常費用経常費用経常費用 2,8332,8332,8332,833 2,6402,6402,6402,640 194194194194

業務費用業務費用業務費用業務費用 1,8901,8901,8901,890 1,8321,8321,8321,832 58585858

人件費 437 468 -31

職員給与費 397 400 -3

賞与等引当金繰入額 37 34 3

退職手当引当金繰入額 -45 0 -45

その他 48 34 13

物件費等 1,436 1,340 96

物件費 571 532 39

維持補修費 49 7 42

減価償却費 816 801 15

その他の業務費用 17 24 -6

支払利息 13 16 -3

徴収不能引当金繰入額 1 0 1

その他 4 8 -4

移転費用移転費用移転費用移転費用 943943943943 808808808808 135135135135

補助金等 596 477 119

社会保障給付 137 128 9

他会計への繰出金 210 202 7

その他 1 1 0

経常収益経常収益経常収益経常収益 182182182182 183183183183 -1-1-1-1

使用料及び手数料 107 84 24

その他 75 99 -24

純経常行政コスト純経常行政コスト純経常行政コスト純経常行政コスト 2,6512,6512,6512,651 2,4572,4572,4572,457 194194194194

臨時損失臨時損失臨時損失臨時損失 235235235235 284284284284 -49-49-49-49

災害復旧事業費 235 284 -49

臨時利益臨時利益臨時利益臨時利益 0000 0000 0000

資産売却益 0 0 0

純行政コスト純行政コスト純行政コスト純行政コスト 2,8862,8862,8862,886 2,7412,7412,7412,741 145145145145

科目科目科目科目
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令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度 前年度比較前年度比較前年度比較前年度比較

業務支出業務支出業務支出業務支出 2,0592,0592,0592,059 1,8371,8371,8371,837 223223223223

業務費用支出 1,116 1,029 87

人件費支出 480 466 14

物件費等支出 620 539 81

支払利息支出 13 16 -3

その他の支出 3 8 -5

移転費用支出 943 808 135

補助金等支出 596 477 119

社会保障給付支出 137 128 9

他会計への繰出支出 210 202 7

その他の支出 1 1 0

業務収入業務収入業務収入業務収入 2,2252,2252,2252,225 2,2252,2252,2252,225 0000

税収等収入 1,718 1,717 1

国県等補助金収入 325 378 -52

使用料及び手数料収入 107 84 23

その他の収入 75 47 28

臨時支出臨時支出臨時支出臨時支出 244244244244 284284284284 -41-41-41-41

災害復旧事業費支出 244 284 -41

臨時収入臨時収入臨時収入臨時収入 184184184184 160160160160 23232323

業務活動収支業務活動収支業務活動収支業務活動収支 106106106106 264264264264 -159-159-159-159

科目科目科目科目 令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度 平成30年度平成30年度平成30年度平成30年度 前年度比較前年度比較前年度比較前年度比較

投資活動支出投資活動支出投資活動支出投資活動支出 615615615615 673673673673 -57-57-57-57

公共施設等整備費支出 415 461 -47

基金積立金支出 201 209 -8

貸付金支出 0 2 -2

投資活動収入投資活動収入投資活動収入投資活動収入 498498498498 308308308308 190190190190

国県等補助金収入 113 56 56

基金取崩収入 374 252 122

貸付金元金回収収入 2 0 2

資産売却収入 0 0 0

その他の収入 10 0 10

投資活動収支投資活動収支投資活動収支投資活動収支 -117-117-117-117 -364-364-364-364 247247247247

財務活動支出財務活動支出財務活動支出財務活動支出 567567567567 295295295295 272272272272

地方債等償還支出 567 295 272

財務活動収入財務活動収入財務活動収入財務活動収入 569569569569 396396396396 173173173173

地方債等発行収入 569 396 173

財務活動収支財務活動収支財務活動収支財務活動収支 2222 100100100100 -98-98-98-98

本年度資金収支額 -9 1 -10

前年度末資金残高 318 312 6

本年度末資金残高 309 313 -4

前年度末歳計外現金残高 16 10 6

本年度歳計外現金増減額 -4 6 -9

本年度末歳計外現金残高 12 16 -4

本年度末現金預金残高本年度末現金預金残高本年度末現金預金残高本年度末現金預金残高 321321321321 329329329329 -7-7-7-7

科目科目科目科目

（単位：百万円）
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※期中増減キャッシュのみ

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

科目 減価償却累計額 現金預金 科目 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出

現金預金 321,449 業務 2,408,665 2,303,162 2,385,542 2,121,099 2,201,756 2,022,235

基金 541,682 投資 498,399 615,290 308,262 672,601 805,525 1,094,071

建設仮勘定 44,036 財務 569,142 566,834 395,719 295,273 432,930 246,083

減価償却累計額 36,532,530 3,476,206 3,485,286 3,089,523 3,088,973 3,440,211 3,362,389

合計 36,532,530 907,167 差引 -9,080 差引 550 差引 77,822

平成30年度 平成29年度令和元年度
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償還可能年数が短いほど債務償還能力が高く、適正値としては、

１０年未満、一般的な標準値としては３年～９年と言われています。

今年度は、前年に比べ業務支出が増加していることから、指標上、

償還可能年数が増えていますが、単年度ではなく、経年での比較

を行ってください。
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同規模の団体と比較しておおよそ平均的な数

値となっておりますが、資産老朽化比率が高く
なっております。
資産の更新は最も資金が必要となります。将
来的に更新や修繕が必要になった際には、地方
債の増加、基金の取り崩しでは賄えず、資金不
足になる可能性があるため、中長期的な資金計
画を進める必要があります。
また、毎年の目標としては、行政コスト対税
収等比率を１００％未満になることを目指し、
将来的な更新や修繕のために基金造成に努める
必要があります。
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